
 

 

議会改革特別委員会検討事項（平成３０年１月３１日） 
 

《議事堂のあり方について》 

①議事堂のレイアウトについて 

項目 主な意見 

洗面スペース 

・パウダールームと会派室内の洗面スペースは、同じようなものは２つも必要ないのでパ

ウダールームに一元的に統一すればよい 

・会派室内に洗面台があると清掃やメンテナンスが大変であるため、パウダールームがあ

るならそれで十分 

・会派室内に洗面スペースは必要ない 

・水回り設備が各会派室にあると便利であるため、できれば必要 

多目的トイレ 

・スペースがあれば市役所内の全てのトイレに多目的トイレを設置した方がよい 

・スペースの問題はあるが、設置に賛成 

・可能であれば、設置した方がよい 

 

②設備について 

項目 各委員からの主な意見及び検討結果 

議場スクリーン 

【各委員からの主な意見】 

・スクリーンとするか大型パネル画面とするかは別問題として、あった方がよい 

・議場スクリーンは導入すべき 

 

※協議の結果、議場スクリーンは導入すべきとしました。 

タブレットの導入 

【各委員からの主な意見】 

・タブレットは導入の方向で 

・導入に向けた設備は整えておくべき 

・設備的に対応できるようにしておく中で、詳細は導入のときに議論すべき。 

・導入の目的としてバリアフリーの視点を含めて議論すべき 

 

※協議の結果、タブレットの導入に向けた設備を整えるべきとしました。 

 ただし、その導入時期や運用については別の場で検討することとしました。 

 

 

《平成29年３月22日の委員会で提案された検討項目》 

項目 各委員からの主な意見及び検討結果 

災害時における議会

としての対応につい

て 

【各委員からの主な意見】 

・もう少し整理すべきことがあるため、会派に持ち帰り、協議する 

・避難所訓練等の観点も踏まえて、慎重に検討すべき 

・よりよいものを作るため、まとまるところで進めていった方がよい 

 

※協議の結果、今後も引き続き検討していくことを決定しました。 

 


